
361,889 56 774,894 -344

1,254 0 2,315 0
11,656 1 23,950 -14

阿
多
古
川
で
水
生
生
物
の
調
査

七
月
十
三
日
（
月
）、
下
阿
多
古
小
学
校
の
三
、
四
年
生
十
五
名
が
、

両
島
橋
近
く
の
阿
多
古
川
で
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
子
ど
も
講
座

「
水
生
生
物
の
調
査
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

講
師
は
、
地
元
上
野
在
住
、
静
岡
県
・
浜
松
市
環
境
学
習
指
導
員

の
野
澤
利
治
さ
ん
が
務
め
ま
し
た
。

児
童
た
ち
は
、
採
取
方
法
の
説
明
を
受
け
た
後
、
一
斉
に
川
に

入
り
、
タ
モ
網
で
川
底
の
砂
や
石
を
す
く
い
バ
ケ
ツ
に
移
し
入
れ

ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
は
、
ヒ
ラ
タ
カ
ゲ
ロ
ウ
、
コ
オ
ニ
ヤ
ン
マ
、
ヤ
マ
ト

ヌ
マ
エ
ビ
、
フ
タ
ツ
メ
カ
ワ
ゲ
ラ
、
ガ
ガ
ン
ボ
の
幼
虫
、
カ
ジ
カ
ガ

エ
ル
の
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
、
ア
ユ
、
ア
カ
ザ
、
ヨ
シ
ノ
ボ
リ
等
が
採

取
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
、
き
れ
い
な
川
で
な
け
れ
ば
す
め
な
い
生
き
物
で
す
。

特
に
、
市
里
侑
士
さ
ん
が
採
取
し
た
「
ア
カ
ザ
」
は
ナ
マ
ズ
の

仲
間
に
あ
た
り
、「
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類
」
に
該
当
す
る
そ
う
で
す
。

水
生
生
物
が
絶
滅
に
至
る
原
因
は
、
川
の
汚
染
だ
け
で
な
く
、
川

や
ダ
ム
工
事
に
よ
っ
て
生
物
の
す
む
場
所
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
も
一
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

国
土
交
通
省
で
は
、
動
植
物
の
生
息
・

生
育
環
境
に
配
慮
す
る
た
め
、
貴
重
な

生
物
の
生
息
デ
ー
タ
を
集
め
て
、
今
後

の
川
の
整
備
や
保
護
に
役
立
て
る
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
ア
カ
ザ
」
が
い
た
こ
と
は
、
野
澤
さ

ん
か
ら
国
土
交
通
省
に
報
告
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

児
童
た
ち
に
と
っ
て
阿
多
古
川
の

素
晴
ら
し
さ
を
改
め
て
実
感
す
る
貴

重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

～みんなで支える～

地域の乗り合い送迎サービス

（公共ライドシェア）

◎運転手さんが地域の人で、とても気安く乗れる！

電話1本でご自宅まで送迎！

まずは乗ってみて！体験してみて！
【運行期間】（予定）

9月中旬～12月中旬の月曜日～土曜日

（日曜・祝日を除く） 9:00～16:00
【運行区域】

熊・阿多古地区と二俣・山東地区の一部

スーパー、病院、公共機関等を乗降可能地として選択

※西鹿島駅、天竜区役所、天竜すずかけ病院、

遠鉄ストア天竜店、森のマルシェきころ、

杏林堂二俣店、杏林堂西鹿島駅前店、

静岡銀行天竜支店、浜松磐田信用金庫二俣支店

【運 賃】一人1乗車100円
【お問合せ】

天竜区まちづくり推進課 ☏922-0027

清
流

星に願いを

7月2日（木）、ひよこ学級では七夕飾りを

作りました。おばあちゃんが採ってきてくれた

笹に願い事などを書いた五色の短冊を結び

ました。

今回は社会福祉協議会子育て支援部の

伊藤さんと牧澤さんに応援にきていただき、

一緒に飾りつけをしました。



坪
井
良
子

　
バ
ラ
に
あ
じ
さ
い
色
増
し
て
咲
く

松
本
和
子

　
天
井
の
節
目
数
え
つ
つ
お
り

　
屋
根
を
打
つ
激
し
い
雨
音
気
に
な
り
て

　
梅
雨
空
の
お
花
畑
の
花
の
色

水
野
哥
那
子

　
姿
を
さ
が
し
そ
っ
と
た
の
し
み

　
早
朝
に
ウ
グ
イ
ス
の
声
裏
庭
で

二
橋
か
ほ
る

　
表
現
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
と
言
葉
は

　
目
覚
め
て
見
れ
ば
旅
の
思
い
出

小
林
勝
子

　
実
り
の
喜
び
シ
ャ
リ
シ
ャ
リ
と
食
む

　
初
め
て
の
胡
瓜
一
本
手
に
取
り
て

清
流
歌
壇

上手に田植えができました！

6月17日（水）、下阿多古小学校児童が田植え

体験をしました。

5月に5、6年生が種籾まきをした苗が丁度良い

大きさに育ちました。保護者や青葉会のみなさん

の指導のもと、横一列で後ろに下がりながら植え

ていきました。

成長が楽しみですね。

第19回
「十湖賞」俳句大会
～日常の感動や出来事を

五・七・五で表現してみま

せんか！～

【応募期限】

～9月30日（水）

【投句方法】

郵送/FAX/メール/Web
詳しくは第19回十湖賞🔍

歴史講座

～中村家（両島）・坪井家（渡ケ島）、両名家に

残る資料から下阿多古を知る～

【日 時】 令和8年9月7日（月） 13:30～15:30
【場 所】 下阿多古ふれあいセンター 児童室

【講 師】 坪井 俊三氏

（浜松史蹟調査顕彰会専門委員）

【参加料】 無料

【定 員】 30名（先着順）

【申込期間】 8月7日（金）～8月31日（月）

【申込方法】 下阿多古ふれあいセンター窓口

又は電話でお申込み下さい。

【お問合せ】 下阿多古ふれあいセンター

☏926-3141

【出品申込】

申込期間：令和8年10月1日（木）～10月30日（金）

提出先 ：天竜芸術祭美術展実行委員会事務局

天竜区まちづくり推進課内

※詳しくは、募集要項をご覧ください。（9月以降に各

ふれあいセンター・各支所・天竜区まちづくり推進

課に配架します。）

【種 目 等】

写真 彫刻 造形作品 工芸 書道 日本画

水彩画 油絵 版画 デザイン

【開催期間】

令和8年11月21日（土） 13:00～17:00
令和8年11月22日（日）～11月26日（木） 9:00～17:00
※最終日11月26日（木）は16:00まで

【会 場】 二俣ふれあいセンター

【お問合せ】

天竜芸術祭美術展実行委員会事務局

（天竜区まちづくり推進課）☏922-0086

第22回 天竜芸術祭美術展

おみごと！ご夫婦で1位

7月17日（金）、第1回青葉会輪投げ大会が下阿多古

ふれあいセンターきずな館で行われました。

青葉会は月1回の開催を目途に、仲間づくり、健康づくり、

そして社会貢献などの活動をしています。

今回は、集中力の必要な輪投げ大会でしたが、和気

あいあいとプレーを楽しみました。

＜男性＞

1位 坪井 道男（ 青谷 ）

2位 小城 幹夫（ 石神 ）

3位 塩田 勝実（緑恵台）

4位 竹山 晴彦（ 石神 ）

5位 鈴木 善治（緑恵台）

＜女性＞

1位 坪井 みどり （青谷）

2位 野中 育代 （青谷）

3位 鈴木 妙子 （上野）

4位 竹山 いつ子（石神）

5位 渥美 美恵子（青谷）

敬称略

こ
と
の
は


